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議
員（
自
民
）　
県
北
地
域
に
ふ
さ
わ
し

い
制
度
を
考
え
、
県
北
振
興
室
が
地
域

づ
く
り
の
全
庁
的
な
推
進
組
織
と
な
る

こ
と
を
願
う
が
、
県
北
西
部
地
域
の
取

り
組
み
姿
勢
を
伺
う
。�

知
事
　
雇
用
の
場
の
創
出
、
生
活
道
路

の
整
備
、
医
師
の
確
保
等
生
活
環
境
の

向
上
に
努
め
、
周
遊
観
光
の
推
進
な
ど

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
。
県
北
振
興

室
に
お
い
て
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興

機
構
、
庁
内
部
局
、
市
町
と
連
携
し
、

地
域
の
総
力
を
挙
げ
て
施
策
の
推
進

を
図
り
、
元
気
で
住
み
よ
い
地
域
と

な
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
む
。�

議
員
　
悲
願
で
あ
っ
た
常
陸
大
宮
済
生

会
病
院
に
お
け
る
現
在
の
医
師
を
は
じ

め
と
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。�

保
健
福
祉
部
長
　
医
師
に
つ
い
て
は
予

定
二
十
名
の
う
ち
十
四
名
が
内
定
。
整

形
外
科
、
産
婦
人
科
等
に
つ
い
て
、
今

後
と
も
大
学
に
対
し
派
遣
要
請
を
行

う
。
看
護
師
等
は
、
概
ね
必
要
な
人

員
を
確
保
し
た
。
当
面
、
許
可
病
床
数

百
六
十
床
の
う
ち
百
九
床
で
オ
ー
プ
ン

し
、
平
成
十
九
年
度
に
フ
ル
オ
ー
プ
ン

す
る
。�

（
ほ
か
に
、
若
年
者
の
雇
用
の
場
の
確

保
、
林
業
振
興
、
子
ど
も
の
安
全
確
保

な
ど
も
質
問
）�

議
員（
自
県
ク
）　
全
国
で
年
間
三
万
人

以
上
の
人
が
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、

自
殺
予
防
対
策
は
緊
急
の
課
題
で
あ
る
。

本
県
と
し
て
も
関
係
機
関
が
連
携
し
て

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。�

保
健
福
祉
部
長
　
今
年
度
、
心
の
健
康

づ
く
り
に
役
立
つ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

作
成
や
活
用
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

精
神
科
医
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
会
議

を
開
催
し
、
県
内
の
実
態
分
析
や
予
防

に
つ
い
て
意
見
を
伺
う
。
さ
ら
に
、
経

済
・
労
働
・
教
育
界
か
ら
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、
効
果
的
な
予
防
対
策
を

協
議
す
る
。�

議
員  

本
県
で
は
平
成
十
三
年
度
か
ら

六
年
間
で
六
百
八
十
五
人
の
警
察
官
が

増
員
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
犯
罪
抑
止

効
果
に
つ
い
て
伺
う
。�

警
察
本
部
長
　
パ
ト
ロ
ー
ル
や
捜
査
体

制
の
強
化
等
の
た
め
増
員
警
察
官
を
配

置
し
た
結
果
、
刑
法
犯
認
知
件
数
の
三

年
連
続
減
少
や
検
挙
率
向
上
な
ど
一
定

の
成
果
を
見
た
が
、
県
民
が
大
き
な
不

安
や
脅
威
を
感
じ
る
よ
う
な
事
件
は
依

然
と
し
て
発
生
し
て
お
り
、
警
察
基
盤

や
治
安
対
策
の
強
化
に
一
層
努
め
る
。�

（
ほ
か
に
、
県
西
地
域
に
お
け
る
企
業

誘
致
、
花
の
生
産
振
興
な
ど
も
質
問
）�

一般質問（要旨）�

県北地域の自然を生かした那珂川でのカヌー風景�

与謝野大臣に意見書を�
提出する山口議長（左）�
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議�

（
要
旨
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意
見
意
見
書�

意
見
書�

第
三
十
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

東
京
招
致
に
関
す
る
決
議�

　
再
び
、
大
都
市
東
京
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
開
催
す
る
こ
と
は
、
世
界
平
和
を
希

求
す
る
強
い
意
志
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
と
も
に
、
環
境
に
や
さ
し
く
豊
か
で

安
全
な
成
熟
し
た
首
都
圏
を
実
現
す
る
契

機
と
な
る
。
ま
た
、
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
の

崇
高
な
競
い
合
い
が
、
未
来
を
担
う
子
供

た
ち
に
感
動
を
与
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
健
や
か
な
成
長
を
促
し
て
い
く
。�

　
よ
っ
て
、
茨
城
県
議
会
は
、
人
類
の
叡

智
と
創
意
工
夫
を
結
集
し
、
都
市
問
題
の

解
決
に
先
駆
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
東

京
、
日
本
、
そ
し
て
次
世
代
を
担
う
青
少

年
の
未
来
を
切
り
開
く
べ
く
、
平
成
二
十

八
年
開
催
の
第
三
十
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
の
東
京
都
招
致
を
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。�

警察学校で訓練を受ける新人警察官�

百
里
飛
行
場
民
間
共
用
化
の
関
連
事
業
費

の
確
保
及
び
整
備
促
進
に
関
す
る
意
見
書�

　
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
特
段
の
措
置
を

講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。�

１
　
百
里
飛
行
場
民
間
共
用
化
事
業
に
つ

い
て
、
平
成
二
十
一
年
度
開
港
に
向
け
、

更
な
る
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
予

算
の
大
幅
な
増
額
を
図
る
こ
と
。�

２
　
空
港
と
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
連
携

に
よ
り
、
効
果
・
効
率
的
な
広
域
交
通

体
系
を
構
築
す
る
た
め
、
次
の
道
路
に

つ
い
て
整
備
促
進
を
図
る
こ
と
。�

　
∏
　
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
の
整
備

計
画
区
間
（（
仮
）
茨
城
町
Ｊ
Ｃ
Ｔ

〜
（
仮
）
鉾
田
Ｉ
Ｃ
）
に
つ
い
て
は

開
港
に
併
せ
た
整
備
促
進
を
、
基
本

計
画
区
間
（
潮
来
Ｉ
Ｃ
〜
（
仮
）
鉾

田
Ｉ
Ｃ
）
に
つ
い
て
は
、
整
備
計
画

区
間
へ
の
早
期
格
上
げ
と
早
期
事
業

化
を
図
る
こ
と
。�

　
π
　
北
関
東
自
動
車
道
及
び
首
都
圏
中

央
連
絡
自
動
車
道
の
整
備
促
進
を
図

る
こ
と
。�

　
∫
　
地
域
高
規
格
道
路
百
里
飛
行
場
連

絡
道
路
及
び
国
道
六
号
千
代
田
石
岡

バ
イ
パ
ス
並
び
に
関
連
県
道
の
整
備

促
進
を
図
る
こ
と
。�

真
の
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
意

見
書�

　
真
に
地
方
分
権
に
資
す
る
改
革
が
実
現

で
き
る
よ
う
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
に

強
く
要
望
す
る
。�

１
　
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
・
地

方
間
の
中
間
支
出
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

最
終
支
出
で
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水

準
な
ど
を
議
論
す
る
こ
と
な
く
、
単
な

る
数
字
合
わ
せ
か
ら
の
総
額
の
削
減
は

行
わ
な
い
こ
と
。�

　
　
ま
た
、
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
簡
素

化
と
い
う
名
目
で
単
純
に
人
口
、
面
積

を
基
準
と
す
る
方
式
を
導
入
す
る
の
で

は
な
く
、
各
地
方
公
共
団
体
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
必
要
な
財
源
が
保
障

さ
れ
る
よ
う
な
算
定
を
行
う
こ
と
。�

　
　
制
度
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
固

有
の
財
源
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る

た
め
「
地
方
共
有
税
」
に
変
更
し
て
、

特
別
会
計
に
直
接
繰
り
入
れ
る
方
式
と

し
、
地
方
の
財
源
不
足
を
解
消
す
る
た

め
の
法
定
率
の
引
上
げ
を
行
う
こ
と
。�

２
　
平
成
二
十
年
度
に
廃
止
さ
れ
る
公
営

企
業
金
融
公
庫
に
つ
い
て
は
、
そ
の
役

割
・
機
能
を
引
き
続
き
確
保
す
る
た
め
、

長
期
・
低
利
の
資
金
を
安
定
的
に
供
給

す
る
共
同
債
権
発
行
機
能
を
持
つ
全
国

ベ
ー
ス
の
機
関
の
設
立
な
ど
新
た
な
法

的
枠
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。
ま
た
、

地
方
自
治
体
へ
の
貸
付
・
償
還
を
通
じ

て
形
成
さ
れ
た
公
営
企
業
金
融
公
庫
の

財
務
基
盤
（
債
権
借
換
損
失
引
当
金
、

公
営
企
業
健
全
化
基
金
等
）
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
組
織
に
確
実
に
承
継
さ
せ

る
こ
と
。�

３
　
直
轄
事
業
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
直

轄
事
業
が
全
国
的
視
野
の
下
に
国
家
的

政
策
と
し
て
実
施
さ
れ
な
が
ら
、
地
方

公
共
団
体
に
対
し
て
個
別
に
財
政
的
負

担
を
課
す
も
の
で
あ
り
、
極
め
て
不
合

理
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
廃
止
す

る
こ
と
。�

４
　
分
権
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
、
地

方
の
意
見
が
政
府
の
政
策
立
案
及
び
執

行
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、「（
仮
）
地
方

行
政
財
政
会
議
」
を
法
定
の
組
織
と
し

て
設
置
す
る
こ
と
。�

議
員（
自
民
）　
主
に
途
上
国
の
国

づ
く
り
に
貴
重
な
汗
を
流
す
青
年

海
外
協
力
隊
員
等
の
教
員
へ
の
採

用
は
、
語
学
や
国
際
交
流
等
の
面

で
実
践
的
で
優
秀
な
教
員
を
確
保

す
る
上
で
も
有
意
義
で
あ
り
、
他

の
自
治
体
の
先
行
事
例
も
あ
る
。

本
県
も
国
際
貢
献
活
動
経
験
者
の

採
用
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。�

教
育
長
　
受
験
者
に
対
す
る
公
平

性
の
確
保
を
考
慮
し
つ
つ
、
他
県

の
採
用
方
法
等
を
参
考
に
、
国
際

貢
献
活
動
経
験
者
も
含
め
、
多
様

な
経
歴
を
持
つ
、
よ
り
よ
い
人
材

を
確
保
で
き
る
選
考
の
あ
り
方
を

検
討
し
た
い
。�

議
員  

教
育
現
場
で
、
教
師
は
行
動
規

範
に
つ
い
て
曖
昧
な
指
導
を
せ
ず
毅
然

と
し
た
対
応
を
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
「
ゼ
ロ
ト
レ
ラ
ン

ス
」
の
導
入
に
は
、
学
校
と
家
庭
が
価

値
観
を
共
有
し
、
規
範
を
明
示
し
て
理

解
を
得
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
本
県

で
も
早
急
に
導
入
す
べ
き
と
考
え
る

が
。�

教
育
長
　
「
ダ
メ
な
こ
と
は
ダ
メ
」
の
指

導
の
徹
底
と
と
も
に
、
今
後
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
関
係
機
関
等
の
代
表
者
に
よ
る
県

生
徒
指
導
推
進
協
議
会
で
、
毅
然
と
し

た
対
応
に
よ
る
生
徒
指
導
の
新
た
な
方

針
等
を
検
討
し
て
い
く
。�

（
ほ
か
に
、
愛
国
心
、
新
県
計
画
の
財

源
措
置
、
新
規
採
用
教
職
員
研
修
制
度

の
改
革
な
ど
も
質
問
）�

現地のスタッフとともに障害者の職業訓練を行う�
青年海外協力隊員（フィジー）�


